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今
回
の
電
力
不
足
に
よ
る

計
画
停
電
は
、原
発
だ
け
で
な

く
、
火
力
発
電
所
の
広
野
（
総

出
力
３
８
０
万
kW
）・
常
陸
那

珂
（
総
出
力
１
０
０
万
kW
）・

鹿
島
（
総
出
力
４
４
０
万
kW
）

な
ど
も
地
震
で
ス
ト
ッ
プ
し

て
い
る
た
め
だ
。こ
れ
ら
の
火 

   力
発
電
所
が
復
旧
す
れ
ば
停

電
は
回
避
さ
れ
る
。 

京
大
の
原
子
力
研
究
者
・
小

出
裕
章
氏
に
よ
る
と
「
原
発

は
我
が
国
の
発
電
量
の

30
％
を
占
め
て
お
り
、
原
発

抜
き
で
は
電
力
不
足
に
陥
る

と
い
わ
れ
る
が
、
発
電
設
備 

機
か
ら
４
号
機
ま
で
が
破
壊

さ
れ
発
電
能
力
が
失
わ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
東
京
電
力

管
内
で
は
、
今
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
「
計
画
停
電
」

が
実
施
さ
れ
、
市
民
生
活
の

至
る
所
で
不
便
な
生
活
が
強

い
ら
れ
て
い
る
。 

多
く
の
人
々
は
「
原
発
が

止
ま
っ
た
か
ら
電
力
不
足
に

な
っ
た
」
と
勘
違
い
し
て
い

る
。
東
電
も
政
府
も
詳
し
い

説
明
を
し
な
い
ま
ま
、
原
発

事
故
に
右
往
左
往
す
る
ば
か

り
で
、
国
民
に
は
本
当
の
こ

と
が
伝
わ
ら
な
い
。 

 

 

震
災
に
よ

り
福
島
第
一

原
発
の
１
号

 
３
月
11
日
、
三
陸
沖
か
ら
茨
城
県
沖
に
か
け
て
、
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
（
Ｍ
）
９
の
大
地
震
が
襲
っ
た
。
地
震
直
後
、
巨
大
津
波
が
追

い
討
ち
を
か
け
、
２
万
８
千
人
を
超
す
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し

た
。
沿
岸
部
一
対
は
壊
滅
的
被
害
を
こ
う
む
り
、
更
に
、
福
島
第
一

原
発
の
１
号
か
ら
４
号
機
ま
で
が
炉
心
溶
融
を
起
こ
し
、
高
濃
度
の

放
射
能
を
撒
き
散
ら
す
前
代
未
聞
の
大
惨
事
と
な
っ
た
。 

の
稼
働
率
は
原
発
70
％
、
水

力
20
％
、
火
力
48
％
で
、

原
発
を
止
め
て
も
火
力
発
電

の
稼
働
率
を
70
％
に
あ
げ

れ
ば
ま
か
な
う
こ
と
が
可

能
」
と
の
こ
と
だ
。 
 

電
力
会
社
は
こ
れ
ま
で
原

発
に
よ
る
発
電
を
重
視
し
、 

   

水
力
、
火
力
の
稼
働
率
を
抑

え
た
結
果
が
、
今
回
の
「
計

画
停
電
」
を
招
い
た
と
も
い

え
る
。 

「
原
発
を
止
め
て
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
す
べ
き
」
と
い

う
考
え
が
あ
る
が
、
電
力
会

社
や
原
発
推
進
論
者
は
規
模 

 

 

    

る
。 

 

何
か
し
な
け
れ
ば
と
、
か
き
立

て
ら
れ
て
い
る
。 

▼
即
、
出
来
る
こ
と
は
寄
付
金

集
め
、
衣
類
、
日
常
品
の
調
達

な
ど
だ
が
、
そ
れ
等
を
ど
の
よ

う
に
集
め
ど
の
よ
う
に
被
災
現

地
に
届
け
る
か
だ
。
新
聞
・
テ

レ
ビ
の
報
道
で
は
現
地
は
混
乱

し
て
全
国
か
ら
届
く
救
援
物
資

が
配
布
ル
ー
ト
も
決
ま
ら
な
い

ま
ま
滞
留
し
て
い
る
と
い
う
。

▼
震
災
発
生
か
ら
既
に
３
週
間

が
経
過
し
、
20
万
人
近
い
避
難

民
の
多
く
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
で

仕
切
っ
た
狭
い
区
画
で
、
毛
布

に
包
ま
っ
て
暮
ら
す
体
育
館
や

公
的
避
難
場
所
で
の
生
活
は
、

既
に
限
界
状
態
に
来
て
い
る
。

一
亥
も
早
く
風
呂
に
入
れ
、
暖

か
い
食
事
が
出
来
、
ひ
と
時
の

安
ら
ぎ
を
得
る
事
の
出
来
る
屋

根
の
あ
る
家
が
必
要
だ
。 

▼
大
津
波
や
原
発
震
災
で
避
難

し
た
人
々
は
、
お
そ
ら
く
長
い

期
間
、
故
郷
に
は
戻
れ
な
い
だ

ろ
う
。
政
府
は
仮
設
住
宅
や
公

営
住
宅
、
旅
館
、
ホ
テ
ル
の
借

り
上
げ
な
ど
を
手
配
し
て
い
る

が
、
避
難
民
全
員
が
入
居
す
る

に
は
程
遠
い
。 

▼
心
あ
る
全
国
の
多
く
の
人
達

は
、
自
宅
に
空
き
部
屋
が
あ
る

の
で
無
料
で
提
供
で
き
る
。
民

間
の
空
き
住
宅
が
あ
る
の
で
提

供
出
来
る
と
い
う
人
々
も
多
く

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し

た
情
報
を
集
め
集
約
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
表
し
、
被
災

地
の
人
々
に
直
接
見
て
も
ら

い
、
気
に
入
っ
た
ら
入
居
し
て

も
ら
う
仕
組
み
が
是
非
と
も
必

要
だ
。
各
地
で
そ
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
出
来
な
い
も
の
か
？ 

 

▼
東
北
・
太
平
洋
沿
岸

地
震
に
よ
る
大
災
害
は

余
り
に
も
痛
ま
し
い
。

こ
ん
な
に
も
酷
い
惨
状

は
か
っ
て
見
た
こ
と
も

な
い
。
多
く
の
国
民
は 

が
小
さ
過
ぎ
て
「
非
現
実
的

だ
」
と
い
う
。 

し
か
し
、
脱
原
発
を
進
め

る
田
中
優
氏
の
話
で
は
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
風
力
、

太
陽
光
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
）

で
、
電
力
は
ど
の
ぐ
ら
い
ま

か
な
え
る
か
？
に
つ
い
て
、

東
京
電
力
が
東
京
大
学
に
委

託
し
て
調
べ
た
結
果
、
関
東

地
方
沿
岸
50
km
以
内
に
風

車
を
建
て
た
と
し
た
ら
「
２

０
０
５
年
の
東
京
電
力
の
年

間
電
力
販
売
量
と
ほ
ぼ
同
じ

電
力
が
作
れ
る
」
と
い
う
も

の
で
、
電
力
供
給
は
、
原
発

に
頼
ら
な
く
て
も
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
だ
け
で
可
能
で
あ

る
。
そ
の
こ
と
は
、
東
京
電 
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計
画
停
電
で
電
力
不
足
の
不
安
が
広
が
る
が 

原
発
が
止
ま
る
と
電
力
不
足
は
ウ
ソ
！ 
 

力
は
十
分
承
知
の
上
だ
。 

ま
た
、
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
研
究
所
に
よ
る
と
、今
春
か

ら
夏
の
需
要
ピ
ー
ク
時
、適
切

な
需
要
対
応
を
す
れ
ば
、
「
計

画
停
電
」
を
実
施
し
な
く
て

も
、十
分
に
対
応
可
能
で
あ
る

と
い
う
。
中
長
期
的
に
は
、
地

域
分
散
型
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
中
心
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
に
転
換
す
れ
ば
、電
力

の
安
定
供
給
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
体
制
の
確
立
は
可
能
で
あ

る
。 

 
 

「
原
発
を
止
め
る
と
電
力
不

足
に
よ
る
停
電
が
避
け
ら
れ

な
い
」
と
い
う
の
は
、
如
何
に

も
原
発
推
進
の
た
め
の
方
便

で
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。 

 

原発震災は人災だ！ 
――福島原発事故の真相―― 

主
張 

ち
構
え
る
。
最
悪
な
ら
数
年

を
要
す
る
と
の
見
方
も
出
て

い
る
。
さ
ら
に
「
安
全
」
を 

 

測
で
き
な
か
っ
た
訳
で
は
な

い
。 日
本
の
沿
岸
地
震
で
は
、

ほ
ん
の
１
０
０
年
前
の
１
８

９
６
年
、
明
治
三
陸
地
震
津

波
で
、
岩
手
県
沿
岸
の
綾
里

で
は
３
８
・
２
ｍ
、
吉
浜
２

４
・
４
ｍ
、
田
老
１
４
・
６

ｍ
の
大
津
波
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。 

「
想
定
外
」
の
言
葉
を
安

っ
ぽ
く
濫
用
す
る
な
と
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
に
言
い
た
い
。
電

力
会
社
が「
故
意
に
想
定
し
な

か
っ
た
」
だ
け
で
あ
る
。 

昨
年
３
月
、
１
９
７
１
年
に

運
転
を
開
始
し
た
福
島
第
一

原
発
１
号
機
に
つ
い
て
、東
京

電
力
は
、
こ
の
原
発
が
40
年

を
迎
え
る
と
い
う
の
に
、超
老

朽
化
原
発
の
運
転
続
行
と
い

う
暴
挙
を
発
表
し
、
60
年
運

転
も
可
能
だ
と
暴
言
を
吐
い

 

の
指
摘
も
出
て
い
る
。 

 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト 

広
瀬

隆
氏
は
指
摘
す
る
。「
想
定

外
」
の
言
葉
を
濫
用
す
る
電

力
会
社
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は

お
か
し
い
。
津
波
に
よ
る
天

災
は
、
避
け
る
こ
と
が
で
き

な
が
、
し
か
し
こ
の
悲
惨
な

原
発
事
故
は
人
災
で
あ
る
。 

そ
れ
を
起
こ
し
た
責
任
者

は
、
電
力
会
社
だ
け
で
は
な

く
、
こ
れ
ま
で
何
も
こ
の
事

態
を
警
告
し
な
か
っ
た
テ
レ

ビ
と
、
デ
タ
ラ
メ
な
解
説
を

し
て
い
る
専
門
家
と
呼
ば
れ

る
大
学
教
授
た
ち
で
あ
る
。 
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
は
「
１
０
０

０
年
に
１
度
の
巨
大
地
震
」

と
強
調
す
る
が
、
こ
の
東
北

地
方
三
陸
沖
地
震
の
実
害

と
、
原
発
震
災
を
起
こ
し
た

原
因
は
、
津
波
で
あ
っ
た
。 

津
波
の
脅
威
は
、
誰
に
も
予 
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ま
た
、放
射
能
汚
染
の
度
合

い
で
は
、
テ
レ
ビ
で
は
、
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
も
政
府
も
み
な
、

微
量
、
微
量
と
言
い
続
け
た
。

こ
こ
ま
で
く
れ
ば
、
皆
、
お
そ

る
べ
き
犯
罪
者
た
ち
で
あ
る
。

国
民
の
命
と
健
康
を
守
る
べ

き
政
府
が
無
責
任
に
、自
ら
の

都
合
と
保
身
に
逃
げ
込
む
言

動
で
し
か
な
い
。 

 

今
回
、東
日
本
を
襲
っ
た
未

曾
有
の
大
災
害
は
、こ
れ
ま
で

日
本
を
支
配
し
て
き
た
色
々

な
考
え
方
や
仕
組
み
を
根
本

的
に
変
え
て
い
く
契
機
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
。 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
大
転

換
、自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
胆

な
導
入
、
社
会
の
あ
り
方
や

人
々
の
暮
ら
し
方
。そ
し
て
何

よ
り
も
自
然
と
の
共
生
。自
然

の
大
切
さ
を
肝
に
銘
じ
た
生

き
方
な
ど
で
あ
る
。 

 

 

原
発
震
災
に
よ
る
福
島
第

一
原
発
の
放
射
能
漏
れ
で
広

い
範
囲
に
放
射
能
汚
染
が
深

刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。政

府
は
、
半
径
20
Km
以
内
は

退
去
、
30
Km
ま
で
は
屋
外

退
避
と
し
て
い
る
。 

 
人
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
放

射
線
強
度
は
シ
ー
ベ
ル
ト
単

位
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、そ
れ

が
ど
の
よ
う
な
単
位
か
考
え

て
み
る
。 

 

放
射
線
の
強
さ
を
表
す
に

は
放
射
線
が
１
Kg
当
た
り

の
物
質
に
ど
れ
だ
け
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
与
え
た
か
で
表
す
。

 

そ
こ
で
１
Kg
当
た
り
１

ジ
ュ
ー
ル
（
Ｊ
）
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
与
え
る
強
さ
を
１
グ
レ

イ
（
Gy
）
と
す
る
。 

放
射
線
に
は
α
・
β
・
γ
線

の
違
い
が
あ
り
、α
線
が
他
の

 

放
射
線
量
は
１
時
間
当
た
り

０
・
０
３
７
㍉
Sv
で
あ
っ

た
。
従
っ
て
こ
の
場
合
、
自

然
状
態
に
比
べ
２
１
６
倍
の

放
射
能
強
度
だ
っ
た
こ
と
に

な
る
。 

一
般
市
民
の
年
間
被
曝
線

量
は
１
㍉
Sv
以
下
と
さ
れ
て

お
り
、原
発
労
働
者
は
１
０
０

㍉
Sv
と
さ
れ
て
い
る
。 

年
間
被
曝
量
が
５
０
０
㍉

Sv
を
超
え
る
と
、
直
接
的
な

健
康
被
害
が
出
始
め
、３
０
０

０
㍉
Sv
で
は
半
数
が
死
亡
す

る
。
し
か
し
、
少
量
の
被
曝
で

も
長
期
的
に
は
癌
等
の
発
病

の
リ
ス
ク
は
伴
う
。 

 
 

て
、
原
子
力
安
全
・
保
安
院
が

そ
れ
を
認
め
た
。さ
ら
に
昨
年

10
月
、
老
朽
化
し
た
福
島
第

一
原
発
３
号
機
で
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
燃
料
を
使
っ
た
危
険
な

プ
ル
サ
ー
マ
ル
営
業
運
転
に

入
っ
た
。 

福
島
第
一
原
発
は
耐
震
設

計
が
、日
本
の
原
発
で
最
も
低

い
２
７
０
ガ
ル
で
建
設
さ
れ

た
、最
も
耐
震
性
の
な
い
原
発

で
あ
る
。
そ
こ
で
今
、
炉
心
熔

融
が
起
こ
っ
た
の
だ
。 

原
発
は
「
止
め
る
」「
冷
や

す
」「
閉
じ
込
め
る
」
機
能
が

あ
る
の
で
大
丈
夫
だ
と
宣
伝

し
て
き
た
が
、
地
震
発
生
後
、

自
動
停
止
し
た
11
基
の
原

子
炉
の
う
ち
、
「
冷
温
停
止
」

し
た
の
は
福
島
第
二
原
発
３

号
機
と
女
川
原
発
１･

３
号

機
の
３
基
だ
け
で
あ
り
、
残

り
８
基
が
迷
走
中
で
あ
る
。 

 

福
島
第
一
原
発
事
故
は
、
炉
心

冷
却
装
置
が
こ
と
ご
と
く
故
障

し
、
炉
心
溶
融
と
い
う
最
悪
の
事
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β
・
γ
線
よ
り
人
体
に
与
え

る
影
響
が
20
倍
大
き
い
た

め
Gy
に
係
数
20
を
か
け
た

単
位
を
シ
ー
ベ
ル
ト
（
Sv
）

と
し
て
い
る
。
１
Sv
の
千
分

の
１
が
１
㍉
Sv
、
更
に
千
分

の
１
が
１
マ
イ
ク
ロ
Sv
と

表
し
て
い
る
。 

 

宇
宙
線
や
自
然
放
射
能
で
、

日
本
に
お
け
る
年
間
平
均
被

曝
量
は
１
・
５
㍉
Sv
で
、
３

月
29
日
、福
島
原
発
か
ら
30

Km
地
点
の
浪
江
町
に
お
け
る 

 

 手作りのおもてなし 
焼きたて珈琲の店 
 

唐良里 
営業時間 午前 10時～午後７時 
休業日 毎週日曜日 
〒411-0034 三島市加茂川町 4115-6 
TEL 055-981-8666  
FAX 055-973-8266 

喫茶店は★印 

原
子
炉
を
自
動
停
止
し
て

も
、
絶
え
ず
冷
や
し
続
け
な

い
と
燃
料
棒
は
崩
壊
熱
で
高

温
と
な
り
炉
心
熔
融
を
起
こ

す
。
や
が
て
原
子
炉
圧
力
容

器
の
鋼
鉄
を
溶
か
し
、
お
釜

の
底
が
抜
け
る
と
、
す
べ
て

の
放
射
性
物
質
が
、
外
に
出

て
行
く
。
こ
れ
が
「
チ
ャ
イ

ナ
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
呼

ば
れ
る
最
悪
の
現
象
で
あ

る
。 Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
は
、
御
用
学

者
を
動
員
し
て
「
史
上
空
前

の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
」

を
強
調
し
て
い
る
が
、
建
物

の
崩
壊
状
況
を
見
て
分
る
通

り
、
実
際
の
揺
れ
は
、
阪
神

大
震
災
の
方
が
は
る
か
に
強

烈
だ
っ
た
。
こ
の
地
震
被
害

の
原
因
は
、
揺
れ
で
は
な
く
、

ほ
と
ん
ど
が
津
波
で
あ
っ

た
。 

 

 

 

せきかわ 
病院 

Ｐ 
ＳＥＩＹＵ 

旧国１号線 

創作工房 
ＷＡＲＡＩ 

大岡駅 

きせがわ自
動車学校 ＯＳＡＤＡ 

創作工房WARAI
彫金ｗａｒａｉ 河合隆男 
ＴＥＬ・ＦＡＸ 055-952-0686 
〒410-0022 
 沼津市大岡１１９０－１ 

目
に
見
え
な
い
怖
い
放
射
線 

放
射
線
の
単
位
と
は 

取
り
戻
す
に
は
、
廃
炉
処
理

に
よ
っ
て
十
数
年
の
長
期
戦

を
覚
悟
す
る
必
要
が
あ
る
と 

 

回
収
が
難
航
。
そ
の
後
も
循
環
・

冷
却
シ
ス
テ
ム
の
復
旧
な
ど
「
い

く
つ
も
の
高
い
ハ
ー
ド
ル
」
が
待  

態
に
至
り
、
周
辺
に
膨

大
な
量
の
放
射
能
を
撒

き
散
ら
し
て
い
る
。
そ

の
汚
染
の
深
刻
さ
は
計

り
知
れ
な
い
。
放
射
能

汚
染
の
回
避
・
収
束
も

目
処
が
立
た
ず
、
今
後
、

最
悪
の
事
態
も
予
想
さ

れ
る
。 

 

第
１
段
階
で
あ
る
大

量
の
汚
染
水
の
排
水
・

ボロボロになった福島第一原発 

カウンセリング・占術 
お気軽にご相談下さい。 
１件 ５千円（１時間程度） 
出張いたします。 
お電話でのご相談もＯＫ 
メールにてご予約下さい。 
mizuki-makoto@softbank.ne.jp 
（090-1782-8880 杉山も可) 
日本占術鑑定士協会会員 
内閣府認定メンタルカウンセラー 
       三月 麻琴 
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を
務
め
る
、
西
若
町
在
住
。 

事
務
所:

広
小
路
、
電
話
９
７

６
・
０
８
８
７ 

梅
原 

茂
行(

60
歳) 

    多
呂
在
住
、
無
所
属
、
８
年

前
に
も
市
議
選
に
挑
戦
、
電

話
９
７
７
・
７
３
３
５ 

 

岡
田
み
き
こ
（53
歳
） 

    

壱
丁
田
在
住
、
無
所
属
、
日

大
短
期
卒
、
岡
田
労
務
管
理

事
務
所
勤
務
、
電
話
９
８

８
・
２
１
３
３ 

 

勝
又
ま
さ
の
り
（
44
歳
） 

    

大
社
町
出
身
、
無
所
属
、
三

島
南
高
卒
、
三
島
オ
リ
ン
パ

ス
株
、
三
島
サ
ッ
カ
ー
協
会

理
事
、
事
務
所:

一
番
町 

電
話
９
７
１
・
４
１
５
５ 

金
子
ひ
ろ
あ
き 

萩
在
住
、
無
所
属
庶
民
派
、 

 

 
 
 
   

群
馬
大
・
慶
応
大
経
済
卒
、

グ
レ
ー
ト
学
院
経
営
、
電
話

９
８
７
・
８
５
３
４ 

川
村
秀
美 

   
 

広
小
路
、
無
所
属
、
韮
高
、
武

蔵
野
音
大
卒
、
27
歳
か
ら
三

島
市
議
４
期
務
め
る
、
87
年

よ
り
東
京
で
政
治
活
動 

事
務
所
９
８
３
・
５
５
５
５ 

 

古
長
谷
み
の
る
（
39
歳
） 

    
函
南
出
身
、
無
所
属
、
沼
津

高
専
、
北
大
工
学
部
卒
、
元

国
会
議
員
秘
書
、
原
発
震
災

を
防
ぐ
風
下
の
会
、
多
呂
在

住
、
電
話
９
８
４
・
４
１
１

４ 
 

小
林
け
い
子
（
54
歳
） 
    

 
 

 
                                  

       
            

                                                      
 

 
 

 
                                                     

 

                                                      

                                                      
 

                                                      

 
 

                                                    

                                                      

                                                      

                                                   

札
幌
出
身
、
無
所
属
市
民
派
、

同
志
社
大
学
卒
、
三
島
市
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
推
進
委

員
、
芝
本
町
在
住
、
電
話
９

５
７
・
７
２
６
２ 

酒
井
し
ゅ
う
い
ち
（
63
歳
） 

   大
場
出
身
、
無
所
属
、
沼
津

東
、
明
治
大
学
文
学
部
卒
、

郵
便
航
空
勤
務
、
大
場
町
内
副

会
長
、
事
務
所
電
話
９
８
２
・

５
１
７
６ 

 

佐
藤
ひ
ろ
ふ
み
（
34
歳
） 

    

三
島
市
生
ま
れ
東
京
育
ち
、
無

所
属
、
法
政
大
学
経
済
学
部

卒
、
民
間
リ
サ
イ
ク
ル
企
業
に

12
年
勤
め
る
。
電
話
０
９

０
・
６
５
９
１
・
４
３
１
０ 

佐
野
あ
つ
よ
し
（
35
歳
） 

   
加
屋
町
在
住
、
無
所
属
、
暁
秀

高
校
、
米
国
オ
ベ
ン
リ
大
学
音

楽
院
入
学
、
三
島
青
年
会
議
所 

電
話
９
５
６
・
６
２
１
６ 

 

 
昨
年
11
月
、
任
期
途
中
で
共
産
党

の
石
田
美
代
子
議
員
が
健
康
上
の
理

由
で
引
退
し
た
。
そ
の
他
、
今
期
で
引

退
す
る
者
は
、
緑
水
（
自
民
系
）・
足

立
馨
、
金
沢
征
子
、
甲
斐
幸
博
（
県
議

選
転
出
）
、
及
び
突
然
引
退
予
告
し
た

志
村
肇
議
員
、
新
未
来
21
（
連
合

系
）・
八
木
三
雄
、
公
明
・
志
賀
健
治
、

無
会
派
・
馬
場
妙
子
議
員
等
が
い
る
。 

 

新
人
乱
立
の
背
景
は
「
議
会
不
信
」

が
あ
る
と
さ
れ
る
。
朝
日
新
聞
の
調
査

で
は
過
去
４
年
間
、
全
国
自
治
体
議
会

で
「
議
案
の
修
正
・
否
決
な
し
」
「
議

員
提
案
条
例
な
し
」
「
議
案
の
賛
否
公

開
な
し
」
の
「
３
な
い
議
会
」
が
全
体

の
３
分
の
１
で
地
方
議
会
の
存
在
が

問
わ
れ
る
状
況
に
あ
る
。
三
島
議
会
も

そ
の
「
３
な
い
議
会
」
の
一
つ
で
あ
る
。 

〈
新
人
候
補
〉 

生
野
る
み
こ
（
50
歳
） 

    梅
名
出
身
、
み
ん
な
の
党
所
属 

昨
年
、
河
合
純
一
氏
の
選
挙
ス
タ
ッ
フ 

 

 

望
月
と
し
お
（
66
歳
） 

    

加
茂
在
住
、
無
所
属
、
三
島
南

高
卒
、
海
上
保
安
庁
勤
務
、
加

茂
町
内
会
長
、
青
少
年
補
導
員 

電
話
９
７
２
・
２
９
４
８ 

 

 

土
屋
け
ん
い
ち
（
62
歳
） 

   

夏
梅
木
出
身
、
無
所
属
、
大
仁

高
校
卒
、
雪
印
乳
業
勤
務
、

（
有
）
Ｌ
＆
Ａ
ツ
チ
ヤ
代
表
取

締
役
、
事
務
所
９
７
３
・
６
７

９
６ 

 

つ
ち
や 

り
え
（
38
歳
） 

    

長
泉
町
育
ち
、
無
所
属
市
民
派 

韮
高
、
日
大
経
済
学
部
卒
、 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
自
然
派
マ
マ
た
ち
の

座
談
会
」
立
上
げ
。
成
真
寺
。 

電
話
９
７
５
・
４
７
４
０ 

中
村
ま
さ
し
（
42
歳
） 

    

三
島
市
生
ま
れ
、
無
所
属
、

韮
高
理
数
科
、
名
古
屋
大
学

法
学
部
卒
、
山
一
証
券
入
社
、

長
泉
工
業
団
地
理
事
、
事
務

所
９
７
７
・
０
０
８
８ 

 

 
 

惨 

│
│ 

３
・
11
を 

│
│ 
 

く
ぐ
も
れ
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
声
真
夜
に
聞
く 

ラ
ジ
オ
の
伝
え
る
安
否
情
報 

 

原
発
の
地
に
残
し
き
し
牛
た
ち
よ
畜
産
営
む 

 

農
が
涙
す 

  

人
ら
去
り
原
発
の
街
夕
ぐ
れ
て
ビ
ニ
ー
ル
シ 

ー
ト
と
犬
が
彷
徨
う 

 

壊
れ
ゆ
く
原
発
現
場
の
作
業
者
よ
グ
ス
コ
ー 

ブ
ド
リ
に
重
な
り
切
な
し 

 

ス
ー
パ
ー
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
の
灯
が
消
え 

て
原
始
の
し
ず
け
き
闇
夜
と
な
り
ぬ 

 

朝
の
パ
ン
コ
ー
ヒ
ー
を
挽
く
こ
の
日
常
被
災 

の
人
が
よ
ぎ
り
て
躊
躇
う 

              

浅
野
和
子 

  

efefefefefefegef efefefefefefegef 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

者
・
発
注
者
な
ど
を
報
せ
る

看
板
を
見
た
市
民
は
多
い
だ

ろ
う
。（
写
真
参
照
、市
内
佐
野
で
） 

 

市
長
選
挙
後
、
こ
の
看
板

の
書
き
方
が
大
き
く
変
わ
っ

た
の
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。

筆
者
は
変
化
に
気
が
つ
き
、

契
約
担
当
課
の
管
財
課
長
に

尋
ね
た
。 

 

選
挙
前
の
発
注
者
名
は
、

三
島
市
長
・
小
池
政
臣
で
あ

っ
た
も
の
が
、
豊
岡
市
長
誕 

 

生
後
に
は
、
小
池
政
臣
が
消

さ
れ
、
三
島
市
長
だ
け
が
残

っ
た
。 

担
当
課
長
は
い
わ
く
、「
選

挙
後
請
負
工
事
を
担
当
す
る 

    

部
長
が
集
ま
り
、
看
板
の
『
発

注
者
名
』
の
書
き
方
に
つ
い

て
議
論
を
し
、
県
な
ど
に
習

い
、
発
注
者
は
『
三
島
市
長
』

だ
け
で
良
い
に
至
っ
た
。
そ

の
結
論
を
新
市
長
に
報
告

し
、
判
断
を
仰
い
だ
」
と
の 

 

 

４
月
17
日
告
示
、
24
日
投
票
の
三
島
市
議
選
に
新
人
候

補
19
名
の
出
馬
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
だ
け
の
新
人
出
馬
は

過
去
に
例
が
な
く
、
今
選
挙
は
混
戦
模
様
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
欠
員
や
今
期
で
引
退
す
る
議
員
は
合
計
８
名
。
定
員

24
名
だ
か
ら
落
選
は
11
名
と
な
る
。
選
挙
結
果
で
は
、
市
議

会
の
構
成
が
大
幅
に
変
わ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。 

４・２４三島市議選・新人候補 
～過去最多の１９人出馬・議会不信の現れか？～ 

 みしま・源氏物語を読む会 
と  き： 毎月第１・３月曜日（月２回）  
午前 10 時 15分～１１時 45分       
 ところ： 三島商工会議所・会議室 
 内 容：『源氏物語』 使用テキスト・角川文庫    
 会 費： 月 2000円 （テキスト・資料代･講師料等含む）

＊使用テキスト等は会で用意します。 

問い合わせ： 『源氏物語を読む会』 055－972-4953  

よ
う
だ
が
、
首
長
名
を
記
す 

必
要
は
な
い
。
し
か
し
、
発

注
者
に
首
長
の
固
有
名
を
記 

        

す
悪
し
き
慣
習
は
古
く
か
ら 

あ
っ
た
よ
う
だ
。 

慣
習
の
狙
い
は
、
業
者
側

の
首
長
へ
の
お
べ
っ
か
か
、

そ
れ
と
も
首
長
側
の
権
力
の 

固
有
名
が
市
内
各
所
に
あ
ふ

れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

悪
し
き
慣
習
を
改
め
た
豊

岡
市
長
の
勇
気
と
決
断
に
、

拍
手
を
送
る
。   

〈
仁
〉 

 

「
橋
梁
工
事

中
」
な
ど
と
書

か
れ
た
工
事

名
・
請
負
業

事
。
そ
し
て
豊
岡
市
長
か
ら

「
担
当
部
長
ら
の
結
論
で
良

い
」
と
の
判
断
が
下
さ
れ
、

各
業
者
に
『
小
池
政
臣
』
の

文
言
を
消
す
よ
う
に
担
当
課 

    

か
ら
連
絡
し
た
と
言
う
。 

 

新
年
度
か
ら
の
工
事
看
板

か
ら
は
、
発
注
者
名
は
『
三

島
市
長
』
だ
け
で
、
市
長
の

固
有
名
は
消
え
る
こ
と
に
な

る
。
看
板
の
設
置
は
、
国
の

標
準
仕
様
書
に
従
っ
て
い
る 

 

豊
岡
市
長 

悪
し
き
慣
習
を
改
め
る
！ 

 

野
村
り
ょ
う
子
（
58
歳
） 

    

芙
蓉
台
在
住
、
無
所
属
、
沼

津
西
高
、
日
大
文
学
部
心
理

学
科
卒
、
三
島
市
食
育
推
進

会
議
委
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
パ
レ
ッ

ト
理
事
、
電
話
９
８
８
・
１

３
８
０ 
 

は
っ
と
り
正
平
（
50
歳
） 

    

谷
田
小
山
在
、
日
本
共
産
党 

静
商
卒
、
静
岡
生
協
勤
務
、

県
評
副
議
長
歴
任
、
電
話
９

７
６
・
５
１
３
２ 

藤
江
や
す
の
り
（
53
歳
） 

    

徳
倉
在
住
、
無
所
属
、
沼
商

卒
、
徳
倉
第
三
町
内
会
長
、

フ
ジ
エ
物
産
代
表
取
締
、
電

話
９
８
０
・
５
９
０
３ 

 

 

ほ
り
え
和
雄
（
50
歳
） 

    

東
京
生
ま
れ
、
公
明
党
、
修
善

寺
工
業
、
東
洋
大
法
学
部
卒
、 

東
大
場
在
住
、
公
明
党
三
島
市

部
副
支
部
長
、
電
話
９
７

６
・
５
５
２
６ 

象
徴
を
表
し
、
選
挙
を
有
利

に
す
る
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。
三
島
市
の
工
事
看
板
を 

出
す
請

負
工
事

は
年
一

五
〇
件

ほ
ど
あ

り
、
工

期
中
、

市
長
の 

山田川自然の里 竹の子狩り 
日 時：２０１１年４月２４日（日） 

午前９時～正午頃 
場 所：山田川自然の里 竹林 
参加費：３００円（中学生以上） 
用意するもの＝竹の子を入れる袋、

軍手、掘る道具等あれば 
問い合わせ：三島勤労協事務局 
電話 055-971-3768 
携帯 090-2687-2336（杉山） 

富士山植樹へ 
日時：４月２９日（金）祭日 
集合：三島市役所駐車場 
持ち物：軍手、水筒、弁当 
雨具等、 

午前７時４５分集合、８時出発 
市役所バスで現地（浅木塚）へ 
参加申込：勤労協 987-2814（仁杉）
自然を守る会 090-5009-3640（堀） 

東日本大震災 
被災地支援報告会 
・佐野見晴台集会所 4 月 4 日(月)19:00～ 
・谷田公民館    4 月 6 日(水)19:00～ 
・Via７０１    4 月 8 日(金)19:00～ 
・北上文化プラザ  4 月 9 日(土)14:00～ 
・西地区ｺﾐｭﾆﾃｨ防災 4 月 10 日(日)14:00～ 
・富士見台集会場  4 月 11 日(月)19:00～ 
・多呂公民館(追加) 4 月 14 日(木)19:00～  
・東大場公民館   4 月 16 日(土)14:00～ 
古長谷みのるTEL：984-4114 

２
０
１
１
年
３
月
11
日
、

東
日
本
を
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

９
・
０
の
巨
大
地
震
と
津
波
が

襲
い
、
12
日
に
は
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
で
爆
発
―
放

射
能
放
出
が
起
き
た
。
原
発
か

ら
20
キ
ロ
ま
で
避
難
勧
告
、

30
キ
ロ
ま
で
は
屋
内
退
避

（
出
来
た
ら
避
難
）
指
示
が
出

さ
れ
た
。
「
安
全
神
話
」
が
崩

れ
、
ま
さ
か
の
原
発
震
災
が
現

実
の
も
の
に
な
っ
た
。
原
発
震

災
避
難
民
が
誕
生
し
て
し
ま

っ
た
。
放
射
能
に
汚
染
さ
れ
た

故
郷
に
は
二
度
と
戻
れ
な
い

だ
ろ
う
。
福
島
の
出
来
事
は
人 

 

政
府
の
言
う
「
す
ぐ
に
は
健

康
に
影
響
し
な
い
」
と
い
う
の

は
、
い
ず
れ
は
影
響
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
騙
さ
れ
て
は

い
け
な
い
。
事
故
処
理
作
業
を

し
て
い
る
人
の
被
曝
も
か
な

り
の
数
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

原
発
震
災
か
ら
逃
れ
る
に

は
原
発
を
止
め
る
こ
と
だ
。
地

震
や
津
波
は
人
間
の
力
で
は

止
め
ら
れ
な
い
が
原
発
は
止

め
ら
れ
る
。
飲
料
水
を
山
ほ
ど

買
い
込
ん
で
も
い
ず
れ
は
尽

き
て
し
ま
う
し
、
海
も
地
面
も

放
射
能
に
ま
み
れ
る
。
生
き
て

い
く
場
所
が
失
く
な
る
の
だ
。

原
発
が
止
ま
っ
た
ら
停
電
に

な
っ
て
経
済
が
停
滞
す
る
？

大
丈
夫
。
浜
岡
原
発
が
全
部
停

止
し
て
も
、
中
部
電
力
は
８
０

０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
電
気
は

余
っ
て
い
る
。
（
現
在
東
電
に

１
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
売
電

し
て
い
る
が
ま
だ
７
０
０
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
余
っ
て
い
る
。） 

 

原
発
は
黙
っ
て
い
た
ら
止

ま
ら
な
い
。
止
ま
る
と
し
た
ら

事
故
の
時
だ
。
危
な
い
、
イ
ヤ

だ
と
い
う
そ
の
気
持
ち
が
す

で
に
一
歩
を
踏
み
出
す
準
備

が
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。
一
人
の
小
さ
な
声
も
大
き

な
川
の
流
れ
に
な
る
。
さ
あ
、

小
さ
な
こ
と
で
も
自
分
に
出

来
る
こ
と
を.

。
原
発
は
止
め

て
と
い
う
意
思
表
示
を
し
よ

う
。
人
間
が
作
っ
た
原
発
は
止

め
ら
れ
る
。 

ご
と
で
は
な
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
溜
め
に
た
め
て
い
る
東
南

海
地
震
が
い
つ
来
て
も
お
か

し
く
な
い
所
に
私
た
ち
は
住

ん
で
い
る
。
そ
し
て
そ
の
震
源

域
の
中
に
浜
岡
原
発
が
あ
る
。

近
く
に
活
断
層
が
走
り
、
敷
地

内
に
断
層
が
４
本
あ
る
浜
岡

原
発
は
第
２
の
原
発
震
災
地

に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。 

放
射
能
は
目
に
は
見
え
な

い
け
れ
ど
じ
わ
じ
わ
と
人
の

体
を
蝕
み
恐
怖
に
陥
れ
る
。
乳

幼
児
こ
ど
も
た
ち
は
大
人
の

４
～
10
倍
も
放
射
能
を
取

り
込
ん
で
し
ま
う
。 

 
 

原
発
は
い
ら
な
い
（
27
） 

「さ
あ
、
今
こ
そ
原
発
停
止
の
一
歩
踏
み
出
そ
う
」 

み
し
ま
原
発
を
学
ぶ
会 

４．１４原発講演会
本当のことが知りたい 
いま福島原発で何がおき 
ているか！ 
浜岡原発と心中するのは 
ゴメン。即時停止を！ 
講師：白鳥良香（元県議、浜岡 

原発訴訟原告団長） 
   堀よしのぶ（原発震災を 

防ぐ風下の会・会員） 
日時：４月１４日（木） 
１３時～ 

会場：富士ビレッジ 
集会所 

連絡先：堀よしのぶと市政を考える会 
徳倉 884-4 二宮コーポ 
TEL/FAX989-8823 

 

富
士
ビ
レ
集
会
所 

キミサワ 

沢地 

カワセミ 
トンネル 


